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世
界
人
口
と
消
費
の
急
増
を
背
景
に
、
人
間
活
動
が

地
球
の
生
態
系
や
気
候
に
与
え
る
影
響
は
増
大
し
続
け

て
い
る
。

こ
の
四

0
年
間
で
、
世
界
人
口
は
二
倍
近
い

七
二
億
人
に
到
達
し
た
。
今
後
も
人
口
は
増
大
を
続
け
、

二

O
五

O
年
を
待
た
ず
に
九

O
億
人
を
突
破
、
今
世
紀

末
に
は
一

O
O億
も
の
人
々
が
こ
の
地
球
上
に
ひ
し
め

そ
の
問
、
今
後
二

0
年
間
で
新

た
に
三

O
億
人
の
中
間
消
費
者
層
が
旺
盛
な
消
費
欲
と

と
も
に
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
に
加
わ
る
ほ
か
1

、
二

O
五

O
年
ま
で
に
世
界
の
食
糧
需
要
は
少
な
く
と
も
七
割
増

加
す
る
2

0

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

・
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
セ
ン

き
合
う
と
と
に
な
る
。

タ

l
の

ロ

ッ

ク

ス

ト

ロ
ー

ム

博

士

ら

に

よ

る
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Eロ
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と
、
こ
う
し
た
傾
向
が
続
け
ば
、

人
類
の
活
動
規
模
は
安
全
領
域

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
l

-

と
し
て
の

バ
ウ
ン
ダ
リ
|

(
p
l
a
n
e
 

t
a
r
y
 
-b
o
u
n守
d
a
r

y)」

を
超
え
、
非
線
形
か
っ

突
然
に
、
壊
滅
的
な
地
球
規

模
の
環
境
変
化
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
1

0

実
際
、
気
候
変
動
は
も
は
や
遠
い

将
来
の
懸
念
な
ど
で
は
な
く
、
い
よ
い
よ
現
在
進
行
形

で
各
国
の
経
済
や
人
々
の
生
活
に
猛
威
を
ふ
る
い
は
じ

め
た
。
産
業
革
命
以
降
の
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
幅

が
今
世
紀
末
ま
で
に
四
度
を
越
え
る
と
い
う
、

I
P
C

C

(
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
)
が
描
く
シ

ナ
リ
オ
の
.
つ
は
、
明
ら
か
に
人
類
が
安
全
領
域
を
踏

み
越
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

人
類
が
こ
う
し
た
活
動
規
模
の
限
界
に
近
づ
く
に
つ

れ、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
先
鋭
化
す
る
の
が
「分
配
」

の
問
題
、
す
な
わ
ち
世
代
内

・
世
代
聞
の
公
平
性
の
問

題
で
あ
る
。
現
状
に
お
い
て
、
世
界
の
自
然
資
本
の
利

用
状
況
に
は
巨
大
な
不
公
平
が
存
在
す
る
上
、
規
模
に

限
界
が
あ
る
以
上
、
貧
困
層
は
パ
イ
自
体
の
拡
大
に
よ

3
d
z
m
O2

2
h肖
U
N

・0
0ロ
os

r
出
荷
V-F
〈
己
司
ω
ロ
己

。ロ

D-oσ
巴
∞
C
E
mFロ
巳
)
巳
広
V
〉

M
C
H
M
・
開
。
mH
Fの
ロけ

]UOOHUF
"同
0
3
Z0
3
什
司
F
ロ
丘一
〉
-
Y
5
d
円。
名
。
丘
町

。v
o
o回目
m
・
2
0
H弓
吋
。
吋
}
同
一
口
巴
宮
内
回

Z
2
5ロ
ω・

る
分
配
量
の
増
加
へ
の
期
待
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
資
源
の
過
剰
利
用
の
影
響
は
将
来
世
代
の
取
り

分
を
も
奪
っ
て
い
く
。
我
々
は
、
近
づ
く
限
界
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
原
則
や
仕
組
み
に
よ
っ
て
隈
ら
れ
た
地
球

の
恩
恵
を
分
配
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。

環
境
制
約
下
の
分
配
を
考
え
る
際
に
は
、
大
き
く
分

け
て
二
つ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第

一
に、

環
境
制
約
の
立
ち
現
れ
方
は
、
環
境
負
荷
や
自
然
資
本

の
特
性
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
気
候

変
動
は
大
気
中
に
含
ま
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
量
が

問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
球
上
の
ど
こ
で
排
出
さ

れ
る
か
は
関
係
な
い
υ

そ
れ
に
対
し
、
水
や
土
地
な
ど

は
、
地
球
の
構
造
上
、
空
間
的

・
時
間
的
に
大
き
く
偏

在
し
、
国
境
を
越
え
た
輸
送
や
大
量
の
貯
蔵
は
物
理

的

・
経
済
的
に
想
定
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
自
然
資
本
の
場
合
、
た
と
え
世
界
の
総
利
用
量
が

制
約
の
範
囲
内
で
も
、
局
地
的
な
制
約
の
超
過
が
地
球

規
模
の
危
機
に
発
展
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

第
二
に
、

一
方
で
、
生
産
過
程
が
網
の
自
の
よ
う
に

地
球
全
体
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
現
代
世
界
に
お
い
て
は
、

人
々
は
向
国
に
い
な
が
ら
も
、
地
球
の
裏
側
の
水
や
土

や
森
の
思
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
が
消
費

す
る
財
は
、
圏
内
の
資
源
や
海
外
か
ら
直
接
運
ん
で
き

た
資
源
だ
け
で
な
く
、
他
国
に
あ
る
資
源
を
現
地
で
利

用
し
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
生
態
系
の
破
壊
や

劣
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
国
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外
に
輸
刑
さ
れ
る
財
の
生
産
の
た
め
に
圏
内
で
温
室
効

果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
圏
内
で

消
費
さ
れ
る
財
の
生
産
の
た
め
に
輸
出
元
の
国
で
ガ
ス

が
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
自
然
資
本
の
場
合
、
分
配

の
問
題
と
し
て
問
う
べ
き
は
、
国
境
を
越
え
た
間
接
的

し
た
が
っ
て
、

な
利
用
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
空
間
的

・
時
間
的
に
偏

在
す
る
環
境
制
約
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
恩
恵
や
責
任

を
ど
の
よ
う
に
分
担
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

近
年
、
国
際
貿
易
の
存
在
を
前
提
に
、
生
産
ベ

l
ス

で
み
た
環
境
負
荷
と
消
費
べ

l
ス
で
み
た
環
境
負
荷
と

を
峻
別
し
、
地
球
規
模
で
の
資
源
利
用
の
効
率
性
や
公

平
性
、
汚
染
の
責
任
の
あ
り
方
な
ど
を
問
い
直
す
動
き

が
広
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
、
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
や
バ
ー
チ
ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど

の
新
た
な
指
標
を
構
築
し、

持
続
可
能
性
の
評
価
に
活

用
す
る
取
り
組
み
も
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
指

標
を
消
費
ベ
!
ス
指
標

(
c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

h
u

a

s

e

A

U

 

i

n
d
i
c
a
t
o
r
)
 と
言
う
。

消
費
ベ
ー
ス
指
標
と
は
、
圏
内
で
消
費
さ
れ
る
財
や

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
自
然
資
源

の
投
入
量
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物
の
排
出

量
そ
の
他
の
環
境
負
荷
を
測
る
指
標
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
い
う
生
産
は
、
消
費
が
行
わ
れ
る
国
や
地
域
の

領
内
で
行
わ
れ
た
も
の
に
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

開
放
経
済
を
前
提
と
し
た
場
合
、

当
該
財
の
製
造
に
必

要
な
原
材
料
や
中
間
投
入
も
含
め
、
他
の
国
や
地
域
で

生
じ
た
環
境
負
荷
も
計
上
す
る
。
逆
に
、
国
内
の
生
産

過
程
で
負
荷
が
生
じ
た
も
の
の
、
輸
出
さ
れ
て
海
外
で

消
費
さ
れ
た
分
に

つ
い
て
は
計
上
し
な
い
。

バ
ー
チ
ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
例
に
と
っ
て
、

こ'つ

し
た
指
標
が
先
の
分
配
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
示
唆
を

も
た
ら
す
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
バ
ー
チ
ャ
ル

・
ウ

ォ
ー
タ
ー
は
、

一
九
九

0
年
代
前
半
に
ロ
ン
ド
ン
大
学

の
ア
ン
ソ
ニ

ー

-
ア
ラ
ン
教
授
が
最
初
に
用
い
た
概
念

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
の
変
遷
を
経
つ
つ
も
、
輸
入
さ

れ
た
製
品
の
生
産
に
国
外
で
使
わ
れ
た
水
の
量一
、
あ
る

い
は
よ
り
-
般
的
に
、
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
に
必
要

な
水
の
量
を
表
す
。
最
終
製
品
の
製
造
段
階
だ
け
で
な

く
、
外
国
の
農
地
で
の
作
物
の
育
成
な
ど
、
原
料
の
生

産
段
階
ま
で
、
糊
っ
て
計
算
す
る
。
た
と
え
ば
、
平
均
的

な
日
本
人
は
、
飲
料
水
や
生
活
用
水
と
し
て

一
日
に

一

人
約
四

O
O
L
の
水
を
直
接
使
っ
て
い
る
が
、
加
え
て

二
C
O
O
L
以
上
も
の
バ

ー
チ
ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
を

輸
入
農
産
物
を
通
じ
て
間
接
的
に
消
費
し
て
い
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
水
は
地
理
的

・
時
間
的
に
極
め
て

偏
在
し
た
資
源
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ー
ボ
ン
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
類
似
し
た
指
標
と
異
な
り
、
バ

ー
チ
ャ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
単
純
に
量
が
少
な
け
れ
ば

よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
輸
出
国

・
輸
入
国
双
方

の
状
況
に
よ
っ
て
見
応
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
水
稀
少

48-

国
で
は
、
自
国
で
農
業
生
産
を
行
う
か
わ
り
に
、
農
産

物
の
輸
入
を
通
じ
て
水
豊
富
同
の
水
を
自
然
資
本
と
し

て
間
接
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
国
の
水
を
節
約
し
、

よ
り
生
産
性
の
高
い
用
途
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
実
際
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
ブ
ア
ル
ケ
ン

マ

ー
ク
教
授
ら
の
試
算
に
よ
る
と
、

人
口
増
加
と
気
候
変

動
の
結
果
、
二
O
玉
O
年
ま
で
に
、
水
稀
少
国
で
は
年

間
二

一
五

0
1一二

一六

O
凶
の
水
が
不
足
し
、
多
く
の

国
が
バ
ー
チ
ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
輸
入
に
依
存
す
る
よ

う
に
な
る
」
。
た
だ
し
、
国
際
市
場
に
お
け
る
購
買
力

が
低
く
食
料
の
輸
入
が
困
難
な
低
所
得
国
は
、
バ
ー
チ

ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
貿
易
を
通
じ
た
間
接
的
な
水
資
源

の
配
分
の
思
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
う
し

た
国
で
は
、
水
不
足
に
よ
る
飢
餓
を
回
避
す
る
た
め
、

広
大
な
面
積
の
耕
地
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利

用
で
き
る
土
壌
水
の
量
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
森
林
な
ど
の
生
態
系
の
破
壊
を
引
き

起
こ
す
と
と
も
に
、
気
候
変
動
を
助
長
し
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
が
示
し
て
い
る
の
は
、
分
配
の
不
平

等
を
放
置
す
る
こ
と
が
、
生
態
系
の
破
壊
や
気
候
変
動

の
助
長
を
通
じ
て
、
人
類
全
体
を
地
球
規
模
で
の
プ
ラ

ネ
タ
リ
1

・
バ
ウ
ン
ダ
リ
!
の
超
過
に
導
く
恐
れ
が
あ
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る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
水
や
土
地
な
ど
の
局
地
的
な

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
問
題
と
、
気
候
変
動
な
ど
の
地
球
規

模
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
問
題
と
は
、
分
配
の
問
題
を
介

し
て
密
接
に
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
悪
循
環
を
避
け
る
た
め
に
も
、
今
後
、
消

費
ベ

ー
ス
で
み
た
地
球
規
模
で
の
自
然
資
本
利
用
量
の

再
分
配
が
必
要
と
な
る
。
特
に
、
水
豊
富
国
側
に
は
バ

ー
チ
ャ
ル

・ウ
ォ
ー
タ
ー
輸
入
の
縮
減
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
は
、
国
内
の
土
地
制
約
や
高
い
労
働
コ
ス
ト
な
ど

の
た
め
に
、
現
在
も
大
量
の
バ

ー
チ
ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ

ー
を
輸
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
所
得
の
低
い
水
稀
少

固
か
ら
の
水
集
約
的
な
作
物
の
輸
入
は
、
当
該
国
の
囲

内
向
け
食
料
生
産
や
生
態
系
維
持
に
必
要
な
水
を
奪
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
水
豊
富
田
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ

て
も
、
国
際
食
糧
市
場
の
需
給
を
通
じ
て
、
間
接
的
に

低
所
得
国
の
バ

ー
チ
ャ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ー

へ
の
ア
ク
セ

ス
を
狭
め
る
恐
れ
も
あ
る
。
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